
○原田社長からの説明事項 

 

本日は、大変お忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

ただいまより、本日開催の取締役会において決定いたしました東北電

力株式会社の社長人事などにつきましてご説明いたします。 

 

 東北電力株式会社の次期取締役社長・社長執行役員には、取締役副社

長・副社長執行役員である 口康二郎氏が、来年４月１日付けで就任す

ることを正式に決定いたしました。 

 

あわせて、同日付で送配電事業の分社化に伴い事業を開始する東北電

力ネットワーク株式会社の取締役社長として、現在、東北電力株式会社

の取締役副社長・副社長執行役員である坂本光弘氏を推薦することなど

について決定いたしました。 

 

私の前任である海輪会長におかれましては、社長として指揮を執られ

た５年間で、東日本大震災からの復旧に全力で取り組まれ、当社の経営

基盤を回復軌道に乗せられました。 

 

私といたしましては、前任が築かれた経営基盤をより強固なものにす

るとともに、小売全面自由化、原子力再稼働など、次々と直面する経営

課題に対して真正面から立ち向かい、一定の道筋をつけることができた

のではないかと思っております。 

 

そのような中、来年４月には、電力システム改革の最終段階として、

送配電部門を担う「東北電力ネットワーク株式会社」が事業を開始する

など、当社グループは、かつて経験したことがない歴史的な転換点を迎

えます。 

 

「新しい酒は新しい革袋に盛れ」という諺がありますが、このような

状況に鑑みまして、来年４月を一つの区切りとして新社長にバトンを手

渡すベストなタイミングと判断し、新たな経営体制とすることを決断い

たしました。新社長には、持ち前のリーダーシップと決断力をもって、

様々な課題に対して果敢に取り組んでもらいたいと思います。 

 

新たに東北電力の社長に就任する 口康二郎氏は、火力部門において、

現場第一線の火力発電所から、本店火力部長まで経験され、技術全般に

対して極めて高度な知識や豊富な経験を持っています。 

  



東日本大震災直後には、津波で壊滅的打撃を受けた原町火力発電所の

所長として、昼夜を問わず現場で復旧作業の陣頭指揮を取り、社員はも

ちろん、関係会社、協力会社、メーカーの皆さまの力を一つに結集し、

予定の工期を大幅に短縮させて運転再開に漕ぎ着けました。 

また、常務執行役員の時には、発電・販売カンパニー長代理として、

発電部門に加えて販売部門の業務にも携わるとともに、今年６月からは

副社長に就任し、ＣＳＲ担当、コンプライアンス推進担当、そして原子

力本部長代理も務めるなど、業務全般にわたり幅広い経験を積まれてお

ります。 

 

今日のような大競争時代においては、お客さま、地域との強固な信頼

関係を築く力、強いリーダーシップや業務全般にわたるマネジメント力、

そして迅速的確な判断力、決断力が求められます。 

口氏は、誠実、実直な性格の持ち主であるとともに、これらの能力

をも兼ね備えており、遺憾なく能力を発揮してくれるものと期待してお

ります。 

 

 東北電力ネットワーク株式会社の社長に推薦する坂本光弘氏は、私の

社長就任と同時に副社長に就かれ、以降４年半にわたり、常に苦楽を共

にしてまいりました。 

坂本氏は、これまで人財部門、総務部門を中心に経験を積まれ、また、

副社長時代にはコンプライアンス推進担当役員を４年間務めるなど、企

業倫理・法令遵守に尽力されてこられました。 

さらに、総務部長、新潟支店長、そして送配電カンパニー長など、大

規模な組織のトップを多く経験され、その都度、リーダーシップを的確

に発揮してこられました。 

 そのような経歴の持ち主である坂本氏は、約７，５００人の社員を擁

する東北電力ネットワークの舵取りを任せるにふさわしい人物であり、

今後の活躍を期待しております。 

 

私が社長に就任した当時を振り返りますと、「真心」というキーワード

を日々の事業活動の基本に据え、社員に対しては、事あるごとに「真心

を込めた仕事」に徹するよう、呼びかけてまいりました。あわせて、お

客さまや地域に対する当社の想い、あるいは企業姿勢を示すコーポレー

トスローガン「より、そう、ちから。」を策定しました。 

 

就任翌年には電力小売全面自由化が始まり、競争が日に日に激しさを

増す中、「より、そう、ちから。」の下、お客さまのライフスタイルにあ

った新料金プランや、会員サービス「よりそうｅねっと」を立ち上げる



など、お客さまによりそう取り組みを展開してまいりました。 

また、原子力再稼働につきましては、全社を挙げて審査対応や地域に

おける理解活動を進めてまいりました。先般、女川２号については審査

書案が取りまとめられるなど、設置変更許可を得るための道筋をつける

ことができたものと考えております。 

 

以上申し上げましたとおり、私としては、これまでの社長在任の４年

半で、「成長に向けた変革を具現化する」という思いで全力を尽くし、経

営基盤の回復と成長に向け、一定の進捗をはかることができたのではな

いかと感じております。 

この間、お客さまや、お取引先さま、株主さまなどのご支援、ご協力、

そして全社員、企業グループの頑張りがなければ成し得なかったもので

あり、全ての皆さまにあらためて感謝を申し上げたいと思います。 

 

最後に、私個人の身の振り方をお話しいたしますと、来年４月に社長

職を退いたのち、６月の株主総会以降は、非常勤となる特別顧問に就任

することとしております。 

ただいま申し上げましたとおり、皆さまのお力をお借りしながら、数々

の経営課題に立ち向かってまいりました。至らない面も多々あったこと

とは思いますが、私なりに持てる力を出し尽くしたと考えております。 

その上で、今は、体力の衰えを実感しており、今後、対外業務が多い

会長職に進むことは、無理であると考えた次第です。 

なお、正式な決定については後日となりますが、私といたしましては、

会長職には引き続き海輪会長に務めていただきたいと考えております。 

 

今後とも、微力ながらも何らかの形で東北および新潟の発展、電気事

業の発展に尽くす気持ちは変わりございません。 

特別顧問の立場から、新社長をサポートしてまいりたいと考えており

ます。 

 

なお、社長以外の役員人事については、来年４月からの新体制発足を

前提として、後日お知らせする予定でございます。 

 

 

○ 口副社長挨拶 

 

 私から、一言ご挨拶申し上げます。 

このたび、原田社長の後継として本日の取締役会で決定いただきまし

た 口でございます。 



先ほど原田社長から話がありましたとおり、来年４月は送配電事業の

分社化という、当社企業グループにとって、まさに、創立以来経験した

ことのない歴史的な転換点となります。 

 

そのような大切な時期に、当社経営の舵取りを任されることとなり、

いかにその重責を全うしていくか、大変身の引き締まる思いであります。 

 

原田社長は、この４年半、東北電力グループスローガン「より、そう、

ちから。」を掲げて、激変する経営環境の荒波の中で、次々と直面する経

営課題に対して真摯に向き合い、お客さま、地域との間で信頼関係を築

き上げてこられました。 

 

私の責務は、原田社長が築かれてきた信頼関係をより強固にするとと

もに、これまで布石を打ってこられた様々な取り組みを成果に繋げるこ

とによって、当社企業グループを着実に成長させ、また地域の持続的発

展に貢献することである、と認識しております。 

 

私は、これまで会社人生の多くを火力部門で勤めてまいりました。中

でも、原町火力発電所長として、東日本大震災で壊滅的打撃を受けた発

電設備の早期復旧を果たしたことが最も印象に残っております。協力会

社、メーカーを含む全関係者が一致団結し、思いを強く共有することに

よって成し得たものであり、一体感がいかに重要か、経験から学んだ次

第であります。 

また、発電所および建設所における約１４年間の現場勤務で、地域か

らの信頼なくして事業運営は成し得ないことを肌身で感じております。 

 

取締役に就任してからは、発電・販売カンパニー長代理として、小売

全面自由化に伴い競争が激化する中での販売戦略、料金戦略などについ

て、また原子力本部長代理として、早期再稼働に向けた対応などについ

て、火力部門以外の経営課題にも携わってまいりました。 

これまでの会社人生を通じて得たすべての知識と経験を活かし、社長

としての責務を果たしてまいりたいと強く決意するところであります。 

 

さて、東北６県および新潟県においては、人口減少や少子高齢化が他

の地域に先駆けて進んでいくことが予想されます。 

さらに、電気事業においては、脱炭素化や分散化、デジタル化の進展

により、従来の延長線上では、先行きが非常に厳しいと認識しておりま

す。 

 



当社企業グループとして、このような大きな環境の変化に的確に対応

すべく、ビジネスモデルの転換に向けて、果敢にチャレンジしていく必

要があると考えております。 

 

最後になりますが、来年４月、東北電力グループは、まさに、新時代

に突入いたします。 

日々の事業運営においては、困難な局面に直面することもあろうかと

思いますが、一方、失敗を恐れず挑戦と変革をし続けることにより、従

来の電気事業の枠を超えた無限の可能性が広がっていく時代であると考

えます。 

 

原田社長には特別顧問の立場から、引き続き様々な場面でご指導をい

ただき、企業グループの経営層と社員が一丸となって、経営を進めてま

いる決意でございます。 

東北電力記者会の皆さまには、ご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願

い申し上げます。 

 

 

○坂本副社長挨拶 

 

 私から、一言ご挨拶申し上げます。 

本日の取締役会において、来年４月に事業を開始する「東北電力ネッ

トワーク株式会社」取締役社長として推薦いただきました、坂本でござ

います。 

 

新たに事業を開始する送配電会社の社長という任を仰せつかり、決意

を新たに職務に臨む所存であります。 

 

私は、これまでの会社人生において、営業所長、支店長、送配電カン

パニー長の立場を経験し、それぞれの組織において送配電業務の指揮を

執るとともに、総務部門時代においても防災・危機管理面から送配電設

備の災害復旧などにも携わってまいりました。 

 

今後、取締役社長として、約７，５００人の社員を束ねていくことと

なります。これまでの会社人生で得た知識と経験を総動員し、全力で責

務を果たしてまいる所存であります。 

 

これから当社が組織的に大きな変化を迎える中にあっても、お客さま、

地域の皆さまが送配電事業に対して期待することは、日々の電力の安定



供給であることに変わりないと認識しております。 

 

近年、自然災害が激甚化する傾向にありますが、こうした中で電力の

安定供給という使命を果たすために、日常の設備点検や工事を的確に行

い、また、災害に備えた訓練を積み重ねるなど、日々の業務を全うして

いくことが第一と考えております。 

 

あわせて、再生可能エネルギー導入拡大や、ドローンやタブレットと

いった新技術、ＡＩ・ＩｏＴ等のデジタルイノベーションの活用による

効率的な業務運営についても、他社に先んじて推進していく所存であり

ます。 

 

 いずれにいたしましても、送配電事業の分社化いかんにかかわらず、

電気事業は、地域の皆さまからの信頼なくして成り立ちません。 

東北電力ネットワークといたしましても「東北の繁栄なくして当社の

発展なし」との基本的な考え方を共有し、今まで以上に地域との絆を強

固なものにしてまいりたいと考えております。 

 

改めまして、当社は、国土の２割を占める広範囲な供給エリアと厳し

い自然条件の中において、お客さまへ低廉で良質な電気を安定的にお届

けすることが最大の使命であります。 

 

私といたしましては、この使命を全うすべく、社長として、社員一人

ひとりの心に秘められている誠実さ、愚直さを大切にしつつ、積極果敢

なチャレンジ精神をも引き出しながら、新時代を乗り越えてまいりたい

と考えております。 

 

東北電力記者会の皆さまには、ご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願

い申し上げます。 

 

以 上 


